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②学校自己評価 

分野／評価 重点目標 成果と課題 改善点と今後の目標 

学校運営 

４．１６ 

昨年度４．３３ 

生徒 ４．３ 

保護者４．２ 

教職員４．０ 

スクールミッション、ス

クールポリシーを実践す
る。 
 

毎月の会議で成果を点検
し、問題点の改善に常に
努める。 

昨年度と比較しておおむね高い評価を維持し

ており、スクールミッション・スクールポリシ
ーに基づく学校運営について、生徒・保護者・
教職員から一定の理解を得ている。特に、一人

ひとりを大切にする指導や、画一的ではない教
育活動については肯定的な評価が見られた。一
方で、ソーシャルスキルを通した学びの意義

や、学校として大切にしている教育方針につい
て、保護者・教職員への周知や理解の深化には
引き続き課題がある。 

一人ひとりに応じた教育を継続し

つつ、教職員個々の経験や力量に
依存しすぎないよう、指導方針や
対応方法の共有をさらに進める。

特に、体調面や心理面に不安のあ
る生徒への支援体制を整理し、担
任・キャンパス・本校が連携して対

応できる体制を強化する。また、ス
クールミッション・スクールポリ
シーの理解を深めるため、会議や

研修を通して教職員への浸透を図
る。 

学習指導 

４．２０ 

昨年度４．２３ 

生徒 ４．３ 

保護者４．２ 

教職員４．１ 

生徒一人ひとりに応じた
指導を行う。 
自学自習を促す支援を行

いながら、生徒一人ひと
りの学習意欲向上を果た
す。 

AI 教材やオンライン学習の活用については一
定の評価を得ており、生徒一人ひとりの状況に
応じた学習支援が進んでいる。添削指導や面接

指導を通して、学習内容の理解や学習意欲の向
上につながっている生徒も多い。一方で、一部
の生徒については課題提出が目的化し、主体的

に学ぶ姿勢の定着が十分ではない面がある。ま
た、生徒ごとの学習状況や支援内容が適切であ
るかを定期的に確認する仕組みの充実が必要

である。 

「なぜ学ぶのか」「学ぶことが将来
にどうつながるのか」を生徒に伝
えながら、課題提出だけでなく理

解の定着を重視した指導を行う。AI
教材やオンライン学習を活用しつ
つ、担任・教科担当が生徒の学習状

況を定期的に確認し、必要に応じ
て声掛けや学習方法の見直しを行
う。今後は、生徒が自ら目標を設定

し、主体的に学習に取り組める環
境づくりを進める。 

卒業指導 

４．３６ 

昨年度４．４０ 

生徒 ４．５ 

保護者４．４ 

教職員４．２ 

教職員と生徒、保護者の

良好な関係を作ること
で、ただ卒業するのでは
なく卒業後の進路決定を

果たす意味を伝える。 

卒業率 99％を達成できたことは、教職員と生

徒・保護者との日常的な連携が一定程度機能し
ている成果である。多くの生徒・保護者が本校
に対して安心感や帰属意識を持っており、相談

しやすい関係づくりにもつながっている。各種
ツールを活用し、悩みや問題の早期把握に努め
ているが、相談が苦手な生徒や、自分から発信

しにくい生徒への働きかけには引き続き課題
がある。 

相談することが特別なことになら

ないよう、日常的な声掛けや面談
を通して、気軽に相談できる関係
づくりを進める。担任だけで抱え

込まず、教職員全体で生徒の状況
を共有し、早期対応につなげる体
制を強化する。また、卒業のみを目

標とするのではなく、卒業後の進
路や生活を見据え、生徒の好きな
こと・興味関心・得意分野を丁寧に

聞き取り、進路決定につなげる支
援を充実させる。 

生活指導 

３．９３ 

昨年度４．０６ 

生徒 ４．１ 

保護者４．０ 

教職員３．７ 

ソーシャルスキルを活用
する生活を送れるように
する。 

評価は前年度と大きく変わらず、一定の水準を
維持しているものの、さらなる改善が必要であ
る。ソーシャルスキルの学習を通して、他者へ

の配慮や場面に応じた行動を意識できる生徒
が増えている点は成果である。一方で、学習内
容や取組の意義が保護者に十分伝わっていな

い面があり、教職員の満足度にも課題が見られ
る。また、SNS 等をめぐるトラブル予防につい
ては、近年の状況に合わせた指導内容の見直し

が必要である。 

ソーシャルスキルの教材や指導内
容を継続的に見直し、実生活で活
用できる内容に改善する。特に、SNS

上の言葉遣い、個人情報の扱い、ト
ラブルが起きた際の相談方法な
ど、現在の生徒の生活実態に即し

た内容を充実させる。あわせて、保
護者にも取組内容が伝わるよう情
報発信を工夫し、学校・家庭が同じ

方向で生徒を支援できる体制を整
える。 

進路指導 

４．１７ 

昨年度４．３６ 

生徒 ４．２ 

保護者４．３ 

教職員４．０ 

進路決定率向上に努め

る。 
大学進学だけではなく、
専門学校進学や就職のサ

ポートを徹底する。 

大学進学の合格実績は過去最高水準となり、大

学進学を目指す生徒への面談や学習サポート
については高い評価が見られた。また、進路が
明確に決まっていない生徒に対しても、面談を

通して方向性を一緒に考える支援ができてい
る。一方で、第一志望大学への現役合格を目指
す生徒への支援、浪人等を含む進路未決定者へ

の対応、就職希望者への体系的な支援について
は、さらに改善の余地がある。 

大学受験に関する情報収集と教職

員間の共有を進め、第一志望合格
に向けた早期面談・学習計画・出願
戦略の支援を強化する。専門学校

進学や就職についても、個別対応
にとどまらず、情報提供、面接指
導、志望理由書作成、求人確認など

を体系的に行える仕組みを整え
る。今後は、生徒一人ひとりの希望
や適性に応じて、進学・就職のいず

れにも対応できる進路指導体制を
充実させる。 

特別活動 

４．０３ 

昨年度４．２０ 

生徒 ４．２ 

ソーシャルスキルを実際
に実行する場としての活
動を行う。 

山都町の地域住民の声を直接聞き、地域を理解
する活動について高い評価を得た。特に、地域
高齢者との交流や、普段の学校生活では経験し

にくい活動に前向きに参加する生徒が多かっ
たことは成果である。特別活動は、生徒がソー
シャルスキルを実践する場として有効に機能

している。一方で、体験活動が中心となってい

今後も山都町の特色を生かした特
別活動を継続し、地域理解や他者
との関わりを深める機会を確保す

る。加えて、体験活動だけで終わら
せず、事前学習・グループワーク・
振り返り・発表などを組み合わせ

ることで、活動の学習効果を高め



保護者４．０ 

教職員３．９ 

るため、活動後に学びを振り返り、他者と共有

する機会をさらに充実させる必要がある。 

る。生徒が地域の良さや自分自身

の成長を言語化できるよう、活動
内容の工夫を進める。 

生徒指導・い

じめ防止 

いじめの未然防止と早期

発見・初動の徹底を図る。
本校と学習等支援施設で
同一 KPI を用い、相談し

やすい環境を整備し、運
用・検証の循環を確立す
る。 

大事案およびいじめトラブルは 0件であり、未

然防止と早期発見に向けた取組は一定の成果
を上げている。年 2 回のアンケート実施、相談
窓口の周知、教職員研修の実施により、相談し

やすい環境づくりを進めることができた。ま
た、外部機関との連携により、相談経路を複数
確保できた点も成果である。一方で、アンケー

ト回収率にばらつきがあること、相談手段の好
みが生徒によって異なること、SNS 等に関する
未然防止教材の更新頻度に課題がある。 

本校と学習等支援施設で共通した

対応基準を用い、いじめの未然防
止、早期発見、初動対応の徹底を継
続する。アンケート回収率の安定

化を図るとともに、対面・オンライ
ン・チャット等、生徒が相談しやす
い複数の経路を整備する。事案を

把握した際は、初動 48 時間以内の
対応を徹底し、記録・共有・再発防
止までの流れを明確にする。また、

SNS 等のトラブル防止に関する教
材を定期的に見直し、教職員研修
の充実を図る。 

 

  



③実施校 運営方針 

 

 我が国においては、高等学校への進学率が高い水準で推移しており、高等学校教育は社会生活や職業

生活を営むうえで重要な役割を担っている。高等学校には、基礎的・基本的な学力の定着だけでなく、生

徒一人ひとりの個性や適性を伸ばし、将来の社会的自立につなげる教育が求められている。社会の変化

が大きく、価値観や進路が多様化する中で、すべての生徒に対して、その能力や状況に応じた質の高い教

育を提供することは、これまで以上に重要となっている。 

 

 一方で、学校教育を取り巻く状況を見ると、少子化が進行しているにもかかわらず、小・中学校におけ

る不登校児童生徒数は高い水準で推移しており、従来の学校教育の仕組みだけでは十分に対応しきれな

い生徒が増えている。背景には、学習面のつまずき、人間関係への不安、生活リズムや心身の状態、家庭

環境、進路観の多様化など、さまざまな要因がある。これまでの一斉的・画一的な指導では、生徒一人ひ

とりの状況に十分対応することが難しい場面もあり、柔軟な学びの仕組みや、多様な教育機会の確保が

求められている。 

 

 このような中、通信制高等学校の役割は大きく変化している。かつては勤労青少年の学びを支える場

としての性格が強かったが、現在では、不登校経験のある生徒、集団生活に不安のある生徒、進学を目指

して自分のペースで学習したい生徒、芸術・スポーツ・海外留学等に取り組む生徒など、多様な学習ニー

ズに応える教育機関としての役割が期待されている。通信制高等学校は、添削指導、面接指導、試験、ICT

を活用した学習支援等を組み合わせることで、生徒の状況に応じた柔軟な学習環境を整えることができ

る。本校は、通信制高校の制度上の特性を生かし、生徒が自分のペースで学びながら、高等学校教育に必

要な力を身につけられる学校づくりを目指す。 

 

 本校は、教育基本法および学校教育法に基づき、心身の発達に応じた高等普通教育を行うとともに、生

徒一人ひとりの進路希望に応じた支援を行う。大学進学を目指す生徒には、基礎学力の定着から発展的

な学習、志望校合格に向けた学習計画や受験指導を行う。専門学校進学や就職を希望する生徒には、進路

選択に必要な情報提供、資格取得、面接練習、志望理由書作成、就職活動等の支援を行う。単に高等学校

を卒業することのみを目的とするのではなく、卒業後の進学、就職、社会的自立につながる指導を重視す

る。 

 

 また、本校の位置する山都町の地域コミュニティ、歴史ある文化、豊かな自然を生かし、日常の学校生

活だけでは得がたい体験的な学びを行う。地域の方々との交流や自然環境を活用した活動を通して、生

徒の情動面の成長、他者理解、社会性の育成を図る。さらに、当社グループが培ってきた教育・進学指導・

国際教育等のノウハウを活用し、生徒の学力向上や幅広い視野の育成にも取り組む。 

 

 本校では、福岡教育大学との共同研究により開発した「ソーシャルスキル」学習を教育活動の特色の一

つとして位置づけている。ソーシャルスキル学習を通して、他者との関わり方、自己理解、感情のコント

ロール、適切な表現、問題解決の方法などを学び、社会生活に必要な力を育成する。特に、対人関係に不



安を抱える生徒や、これまで学校生活に困難を感じてきた生徒にとって、安心して人と関わる力を身に

つけることは重要である。今後も実践を重ねながら内容の充実を図り、生徒の社会性と豊かな表現力の

育成に努める。 

 

 本校は、広域通信制単位制高等学校として、山都町の本校を拠点に、九州各県および全国から生徒を募

集する。各地域の学習等支援施設における日常的な学習支援と、本校で実施する面接指導、ICTを活用し

た通信教育を組み合わせながら、計画的に学習を進める。いずれの場合も、本校が教育課程の編成、学習

指導、面接指導、試験、単位認定等に責任を持ち、生徒の学びを適切に管理する。 

 

 本校は、生徒一人ひとりの自主性と個性を尊重し、それぞれの状況や目標に応じた多様な教育を提供

する。これまでの学校生活に不安や困難を感じてきた生徒にも、新たな学習の場と安心して挑戦できる

環境を提供し、高校卒業とその先の進路実現に向けて支援する。生徒が自分の可能性に気づき、社会の中

で自立して生きていく力を身につけられるよう、柔軟で質の高い通信制高校教育の実現に努める。 

 

  



④学校理念 

 

１ Mission Statement 

私たちは、社会に通用する教養を身に付け、自己実現を目指す実行力のある人材を育てます 

 

２ スクールミッション 

夢を育み、実現に向けて歩みだす大切な高校時代にそれぞれの思いを支える学校です。 

大学への進学でも、芸術やスポーツ、芸能の道でもそれぞれの目標を応援します。目標が定まっていなけ

れば、これから一緒に見つけます。 

少人数での一人ひとりのニーズに応じた学習や幅広い体験を通して、社会を支える人材を育成します。 

 

３ スクールポリシー 

育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシー） 

（１）社会で生きるために必要な対人関係スキルを育成します 

（２）社会で生きるために必要となる基礎学力を育成します 

（３）互いの人権を尊重し、命を大切にする心を育成します 

（４）自ら考え、判断して行動できる力を育成します 

（５）新しいことを学ぶ意欲の向上と、目標に向かって努力できる行動を育成します 

（６）将来自立するために必要となる職業観を育成します 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 

（１）少人数でのスクーリング（面接指導）を通して、学習だけでなく人間関係の必要性を指導します 

（２）学校設定科目「ソーシャルスキル」で基本的な行動指針を指導します 

（３）各自が学習の目標を設定し、計画的・自主的に学習を進めることができるように指導します。 

（４）学習サポートはキャンパスで対面、またはオンラインで指導します 

（５）一人ひとりのレポートに対して、丁寧な添削指導を行い、学習意欲を高めます。 

（６）特別活動時間はスクーリング時の行事を認定します 

（７）高校卒業に必要な学習を紙とインターネットを併用して行います。 

放送視聴や eラーニングレポートなど多様な学びの中で ICTを活用していきます 

（８）成人年齢を正しく認識し、将来の進路決定ができるよう、キャリア教育を実施します。 

 

入学者の受入に関する方針（アドミッション・ポリシー） 

（１）「自分の夢を実現したい」、「今から自分の夢を見つけたい」という生徒を募集します 

（２）他者を尊重し、多様性を認識できる生徒を募集します 

（３）個性を大切にして、一人ひとりの考えを尊重できる生徒を募集します 

（４）高校卒業後に新しいステージに進もうとする意欲ある生徒を募集します 

（５）学習に不安がある生徒でも教員と共にゆっくりと進める生徒を募集します 

 



４ 教育理念 

生徒一人ひとりの個性と能力、そしてライフスタイルを尊重し、表現力豊かな魅力ある人材を育てる。 

生徒一人ひとりの目標や夢をともに共有し、その実現を最優先とする指導を行う。 

和を重んじる中、“個”を尊重し、生徒一人ひとりの成長に合わせた指導を行う。 

 

５ 支援体制 

学習活動の支援に関する方針 

（１）生徒一人ひとりのニーズや目標に基づく学習計画の作成 

生徒一人ひとりの学習ニーズや目標に合わせた個別学習計画を作成し、進捗状況に応じて定期的に見直

しと調整を行います。 

（２）学習サポートの実施 

実施校が定期的にオンラインまたは対面での学習サポートを提供します。現段階での課題や学習内容を

共有しながら、学習効果の向上を図ります。 

 

進路選択の支援に関する方針 

（１）進路指導の充実 

実施校がオンラインまたは対面での進路相談会を実施し、生徒の進路選択に向けた具体的なサポートを

行います。必要に応じて、企業との連携も活用します。 

（２）職業体験プログラムの提供 

スクーリング時の特別活動として職業体験を実施することがあります。地域との連携を深められること

を目的にしています。 

 

心身の健康支援に関する方針 

（１）メンタルヘルスサポートの提供 

スクールカウンセラーや臨床心理士による定期的なカウンセリングを実施し、生徒のメンタルヘルスを

支援します。 

（２）身体的健康の維持・促進 

学校医、学校歯科医と連携し、健康診断や生活習慣の改善に関する指導を定期的に行います。 

  



２．学習等支援施設の自己評価 

 

評価基準 A 達成できている B 概ね達成できている C できていない 

評価項目 
代々

木 
立川 横浜 大宮 千葉 博多 

福岡

西 
小倉 熊本 

くま

もと 

名古

屋 

令和７年度に活動実績（生徒の在籍）がある。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

生徒一人当たりのスペースが十分確保され、斜

光・通風・換気等、学習に集中できる環境が配

慮されている。 

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

緊急時における防災・防犯体制は十分整えら

れ、生徒が安心した学校生活が送れるよう適切

に運営されている。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

災害を想定した防災教育や交通安全指導を行

っている。 
Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 

教室やトイレ、共用部分等は定期的に清掃さ

れ、生活が保たれている。 
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

学習の補助となる資料や教科書に関連した図

書等が十分に揃っている。 
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

学習等支援施設が高等学校の施設であると誤

解させない等、適切な看板表記や生徒募集・入

学相談に際しては、明確な説明をしている。 

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

単位修得や卒業要件等、通信制課程の仕組みを

生徒は理解できている。 
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

生徒一人ひとりの学習進捗状況を把握して、年

間指導計画に基づいた丁寧な学習指導ができ

ている。 

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

生徒個々の学習能力に応じて、添削課題の理解

度を高め、且つ、提出期日に遅延がないよう計

画的な指導ができている。 

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

面接指導の出席（視聴票の提出）計画を的確に

指導して、当日は引率をする等して、生徒のサ

ポートに努めている。 

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

対策指導や添削指導で間違えた問題の復習等

を通して、理解度の向上に努めている。 
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

校外学習、体験学習等を通して、生徒が多様な

経験や体験を得られる機会を提供している。 
Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

本校の「いじめ防止基本方針」に則り、いじめ

の未然防止と早期発見に取り組んでいる。 
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

学校の活動を通して、規則正しい生活習慣や社

会の一員としての自主的・自律的な行動につい

て適切な指導を行っている。 

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

生徒の個人情報の保護に十分に配慮している。 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

職員の資質向上のために、定期的な内部研修を

実施している。 
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

学校からの配布物等や生徒の学校生活の状況

等は、保護者と情報共有されていて、相談や要

望に対しても適切に対応している。 

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

学校との円滑な協力体制が確立され、生徒に適

切な時期に書類等を配布して、各種証明書の申

請や提出物等の期限を遵守できている。 

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

 


